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松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
と
は

松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
（
以
下

「
松
糸
道
路
」
と
い
う
）
は
、
長

野
県
松
本
市
と
新
潟
県
糸
魚
川
市

を
結
ぶ
全
長
約
１
０
０
㎞
の
地
域

高
規
格
道
路
で
す
。

長
野
自
動
車
道
と
北
陸
自
動
車

道
を
連
結
す
る
こ
と
で
高
速
道
路

を
補
完
し
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
空
白
地
域
に
、
よ
り
高
い
走

行
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
道
路
で

あ
り
、
長
野
県
と
新
潟
県
で
整
備

を
進
め
て
い
ま
す
。

長
野
県
の
高
速
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
の
状
況

長
野
自
動
車
道
、
中
央
自
動
車

道
、
上
信
越
自
動
車
道
が
全
線
供

用
し
、
中
部
横
断
自
動
車
道
、
三

遠
南
信
自
動
車
道
、
中
部
縦
貫
自

動
車
道
が
整
備
中
で
す
。（
図
１
）

こ
れ
ら
高
速
道
路
の
整
備
に
加

え
、
松
糸
道
路
を
整
備
す
る
こ
と

で
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
空

白
地
帯
が
解
消
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス

範
囲
が
拡
大
し
ま
す
。（
図
2
）

計
画
路
線
全
体
の
進
捗
状
況

松
本
市
か
ら
糸
魚
川
市
ま
で
の

計
画
路
線
全
体
約
１
０
０
㎞
の
う

ち
、
長
野
県
側
が
約
80
㎞
、
新
潟

県
側
が
約
20
㎞
で
す
。

安
曇
野
市
内
で
の
ル
ー
ト
帯

検
討
の
他
に
、
大
町
市
の
市
街
地

区
間
で
も
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。新

潟
県
側
で
は
、
ル
ー
ト
帯
を

検
討
す
る
区
間
3
箇
所
の
う
ち
2

箇
所
が
決
定
し
て
お
り
、本
年
度
、

約
5
㎞
が
事
業
化
さ
れ
ま
し
た
。

（
図
3
）

安
曇
野
市
内
の
検
討
の
範
囲

県
は
安
曇
野
市
の
新
設
区
間
に

つ
い
て
、
安
曇
野
北
IC
（
仮
称
）

か
ら
犀
川
右
岸
、
犀
川
橋
上
流
、

安
曇
橋
上
流
を
通
り
高
瀬
川
右
岸

道
路
へ
接
続
す
る
ル
ー
ト
帯
案

（
修
正
B
ル
ー
ト
帯
）
を
公
表
し
、

地
域
か
ら
は
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
11
月
、
市
は
県
に
対
し
地

域
の
理
解
が
得
ら
れ
る
ル
ー
ト
を

再
検
討
す
る
よ
う
に
要
望
書
を
提

出
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
県
で
は
、
ル
ー

ト
帯
案
を
検
討
す
る
範
囲
を
、
高

瀬
川
右
岸
道
路
へ
向
け
て
、
新
設

の
安
曇
野
北
IC
（
仮
称
）
か
ら
接

続
す
る
案
、
安
曇
野
IC
か
ら
接
続

す
る
案
を
含
め
、
犀
川
の
左
右
岸

に
拡
げ
、
複
数
の
ル
ー
ト
帯
案
を

検
討
し
て
い
ま
す
。（
図
4
）

検
討
の
進
め
方

県
で
は
今
後
最
適
な
ル
ー
ト
帯

を
決
定
す
る
に
あ
た
り
、
5
つ
の

段
階
を
踏
み
な
が
ら
進
め
て
い
き

ま
す
。（
図
5
）

県
と
市
で
は
こ
の
各
段
階
に

お
い
て
、
説
明
会
を
開
き
、
地
域

の
皆
さ
ま
と
意
見
交
換
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
技
術
的
・
専
門
的
な

検
討
を
行
い
、
国
・
市
な
ど
の
関

係
機
関
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　

地
域
高
規
格
道
路

「
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
」
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■計画路線全体の進捗状況（図 3）

し、

■検討の範囲（図 4）■検討の進め方（図 5）


